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金
解
禁
前
後
の
經
濟
事
情
に
就
て

　
我
國






に
於



て
大

正







六
年



九
月





十
二
日



に
金



の
輸
出
禁
止









を
實
行






し
て
以
來





十
三
年



の
間





金


の
輸
出
禁
止









が
日
本





の
經
濟
界








に
與



へ
た
惡
影
響









は
可

な
り

大


な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
此

の
間



金
解
禁








の
計

畫







を
し
た
の
は
一
再



に
止



ま

ら
な
か
つ
た
が
、
種

々







の
事
情






の
爲

め
に
其

の
實
現






が
出

來

な
か
つ
た
。
然



る
に
昨
年






十
一
月





二
十
一
日



に
、
今
年






一
月





十
一
日



に
於



て
金
解
禁








を
決
行






す

る
こ
と
に
決
定






發
表






し
得

た
こ
と
は
我
國
經
濟










の
爲



に
非
常






な
仕
合





せ
で
あ
る
。

日
本





に
取

つ
て
は
大

正







六
年



以
來





の
問
題






、
又



之


を
世
界





か
ら
見

る
と
、
世

界


何


れ
の
國



と
雖





も
金
解
禁








は
已



に
決
行






さ
れ
て
居

つ
て
只



日
本





だ
け
が
取
殘






さ
れ
て
居

る
か
ら
し
て
、
何

時

日
本





は
金



の
解
禁






を
す
る
か
、
日
本





の
金
解
禁








は
如

何

な
る
用
意





を
以



て
す
る
か
は
可

な
り
注
目






さ
れ
て
居

る
爲



に
、
金
解
禁








は
國



の
内

外







に
於



て
大
問
題








で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
從




て

金
解
禁








に
對



す
る

諸
般






の
準
備






、
解
禁






の
出

來

た
事
情






、
解
禁






の
經
濟
界








に
與



ふ
る
影

響







、
解

禁
後






の
國
民






の
覺
悟





に
就



て
廣



く
國
民






の
理
解





を
得

置

く
こ
と
は
將

來







の
金

本
位
制








維

持

の
爲

め
最





も
必
要






の
事
項





と
考





ふ
る
處





で
あ
る
。

金
解
禁








に
對



す
る
準
備






財
政






の
整
理
緊
縮










　
日
本





の
財
政






は
世
界
戰
爭









に
よ
る
我
國
經
濟
界












の
膨

脹







に
連

れ
て
非
常






な

膨

脹







を
し
た
の
で
あ
る
が
、
其

の
膨

脹







し
た
經
濟
界








は
戰
後





間

も
な
く
變



動


を
來



し
て
大





に
縮

少







し
た
に
も
拘





ら
ず
、
財
政






は
尚

ほ
整
理





が
出

來

ず
に

居

つ
た
。
又



日
木





の
經
濟
界








も
同
樣






で
あ
つ
て
、
世
界
戰
爭









の
爲



に
輸
出
超
過










、

正
貨






の
流
入






、
通
貨
膨
脹











物
價
騰
貴








で
日
本





の
經
濟
界








は
急
激






に
大
膨
脹









を
來



し
た
が
、
戰
爭






が
濟

む
と
其

の
翌
年






か
ら
再





び
輸
入
超
過









に
變



じ
經
濟
界








の
状

勢







は
一
變



し
た
る
に
拘





ら
ず
戰
後





十
數
年






を
經

た
今
日






に
於



て
も
更



に

改
善






の
曙

光








を
認



む
る
こ
と
を
得

ざ
る
状

態







に
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論






大





正

六
年



九
月





十
二
日



以
來





實
行






せ
ら
れ
た
る
金



の
輸
出
禁
止









が
解
除






せ
ら
れ

ず
從




て

通
貨






の
適
當






な
る
調
節






も
物
價
調
節









も
行





は
れ
ざ
る
に
原
因






す
る
譯



で

は
あ
る
が
、
又



併




な
が
ら
此

の
變
化






し
た
る
經
濟
上









の
事
情






に
對



し
國
民






の

自
覺





が
出

來

て
居

な
い
か
ら
で
あ
る
。
自

己

の
現
在






立

つ
て
居

る
經
濟
界








は
夙



に
變
化






し
て
居

る
に
拘





ら
ず
此

れ
に
對



し
て
充
分






の
理
解





の
な
い
の
が
寧



ろ
よ

り
重
大






な
る
原
因






で
あ
る
。
そ
れ
故



に
日
本





の
經
濟






は
立
直






す
必
要






が
あ
る
の

で
あ
る
が
、
經
濟






の
立
直






し
が
出

來

て
累
年






續


く
輸
入
超
過









が
減



じ
國
際
貸










借

が
改
善






せ
ら
れ
て
初





て
金



の
解
禁






が
出

來

、
又



一
方



か
ら
云

へ
ば
金



の
解



禁


を
な
す
こ
と
が
日
本





の
經
濟






の
立
直






し
を
爲

し
將
來







の
財
界






の
安
定






を
招
來






す
る
所
以





で
あ
る
。
そ
れ
故



に
政
府





と
し
て
は
財
界






立
直







の
爲

め
に
財
政






の
整



理
緊
縮








、
國
債






の
整
理





を
な
し
他
面





國
民






を
し
て
現
在






の
我
國
經
濟
界












の
實






情

に
就



て
充
分






の
自
覺





を
な
さ
し
め
而



し
て
金



の
解
禁






を
決
行






せ
ん
と
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
故



に
濱
口
内
閣










の
出

來

た
と
き
は
既



に
昭
和





四
年
度





の
四
分



の
一
を
經
過






し
て
居

つ
た
に
拘





ら
ず
、
實
行
豫
算









の
上



に
一
般



會

計







及


び
特



別
會
計









を
合



せ
て
一
億



四
千
七
百
萬
圓
程








節
約






を
な
し
て
、
公
債
發
行
予
定













額


を
五
千
九
百
萬
圓






餘

程


減
少






し
て
一
億



三
千
八
百
萬
圓






と
し
た
の
で
あ
る
。

尚

ほ
昭
和





五
年
度





豫
算





の
編
成






に
當

た
つ
て
は
八
千
五
百
萬
圓






の
國
債






が
一
般



會

計







に
豫
定





さ
れ
て
居

つ
た
の
を
一
切



止

め
る
こ
と
に
し
て
、
一
般



會

計







に
は
國
債






は
一
文



も
計

上







し
な
い
豫
算





を
作



つ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
結



局




節
約
額








が
一
億



二
千
五
百
萬
圓






餘


り
で
あ
つ
て
特
別
會
計











の
一
億



三
千

四
百
萬
圓






の
節
約
額








を
合
算






す
る
と
二
億



六
千
萬
圓






餘

と
な
る
。
又



昭
和





五
年
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度
豫
算







を
前
年
度
豫
算










に
對
照






す
る
と
一
般



會

計







の
十
七
億



七
千
萬
圓






は
十

六
億



貳
百
萬
圓






と
な
つ
て
一
億



七
千
萬
圓






の
減
額






で
あ
る
。
從
來






の
財
政
計










畫

で
は
大

正







三
年



以
來





毎
年






の
豫
算





の
上



に
借
入
金








又


は
國
債






が
計

上







し
て
あ
り
、
さ
う
し
て
今
後





の
豫
算
計
畫










に
も
毎
年






七
八
千
萬
圓






の
國
債






を
計



上




し
て
始



め
て
其

の
編
成






が
出

來

る
の
で
あ
る
が
大

正







三
年



以
來





十
五
年

目


に
初





て
茲



に
國
債






を
計

上







し
な
い
豫
算





が
出

來

た
の
で
あ
る
。
一
般



會





計

に
全





く
借

金







の
な
い
豫
算





を
作



り
得

た
の
で
あ
る
。
尚



又


財
政






の
膨

脹







は
中
央
政
府









に
限



ら
ず
、
地
方





の
公
共
團
體











の
財
政






は
よ
り
以
上






に
膨

脹







し
て
居

つ
て
、
府
縣
市
町
村











の
大

正







三
年
度





の
豫
算





は
三
億



二
千
七
百
萬



圓


で
あ
つ
た
も
の
が
昭
和





四
年
度





の
豫
算





で
は
十
八
億



九
千
萬
圓






に
膨



れ
て
居

る
。
そ
れ
故



に
地
方





の
公
共
團
體











の
財
政






も
中
央






同
樣






に
整
理
緊
縮










の
方
針






を
取

つ
て
昭
和





四
年
度





の
實
行
豫
算









の
上



に
於



て
は
二
億



三
千
九
百
萬
圓






の
整



理
緊
縮








を
行





ふ
た
の
で
あ
る
。
昭
和





五
年
度





の
豫
算





に
於



て
も
府
縣





で
は
已



に

七
千
萬
圓






の
節
減






を
行





つ
た
の
で
あ
る
が
、
市
町
村








の
分



を
假



に
昭
和





四
年
度





の
豫
算





と
略



同
額






の
整
理
節
約









と
見

れ
ば
、
昭
和





五
年
度





で
は
中
央






及




地
方
財







政


を
合



せ
て
五
億
圓






以
上






の
節
約






と
な
る
の
で
あ
る
。

國
債






の
整
理





　
我
國






の
國
債






の
状

態







を
見

る
と
、
今
日






既


に
五
十
九
億
圓






に
達



し
て
居

り

從
來






の
大
勢






を
以



て
計



れ
ば
年
々






巨
額






の
國
債






が
殖

え
る
の
で
あ
つ
て
百
億
圓






に
達



す
る
も
餘



り
遠



か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
斯



の
如



く
し
て
國
債






が
巨
額






に

殖

え
る
こ
と
は
、
軈



て
は
日
本





の
産
業
資
金









を
壓
迫






し
て
、
將
來







我
國
産
業










の

發
達






を
妨





げ
る
。
又



此
國
債








が
一
般



會

計







に
年
々






巨
額






な
國
債






を
計

上







す

る
こ
と
か
ら
殖

え
る
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
國



の
財
政






の
不
健
全







な
結
果






が
國



債


の
不
整
理









と
な
つ
て
現





れ
る
。
斯

う
云

ふ
こ
と
が
明




に

認


め
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
を
整
理





す
る
こ
と
は
、
國



の
利
益





か
ら
し
て
當
然






の
義

と
考





へ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
一
般



會

計







に
は
國
債






を
計

上







し
な
い
、
特
別
會
計











で
は
國
債






を
豫
定





の
半
額






に
減



ず
る
、
斯

う
云

ふ
方
針






を
立

て
た
の
で
あ
つ
た
。

さ
う
す
る
と
本
年






の
三
月





の
年
度
末







に
は
日
本





の
國
債






は
六
十
億
圓






に
な
る
、

さ
う
し
て
特
別
會
計











の
國
債






の
豫
定





の
半
額






は
昭
和





五
年
度





に
は
五
千
五
百

五
十
萬
圓






で
あ
る
が
、
從
來






の
減
債
基
金









の
上



に
獨
逸





か
ら
來

る
賠
償
金









六

百
三
十
萬
圓






を
新





に
減
債
基
金









に
充
當






す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
來
年
度







に
は
減

債
基
金








の
總
額






は
九
千
萬
圓






餘

に
上



る
の
で
あ
る
か
ら
三
千
五
百
萬
圓






だ
け
が

六
十
億
圓






の
國
債






か
ら
減



ず
る
こ
と
に
な
る
。
さ
う
し
て
此
後





も
大
凡





そ
こ
ん

な
状

勢







で
進



む
か
ら
し
て
從




て

少




く
も
是
迄






彌


が
上



に
殖

え
て
來

た
國
債






の

總
額






を
殖



さ
ず
に
濟

ま
し
得

る
次
第





で
あ
る
。

國
民






の
消
費
節
約









　
中
央






及




地
方





を
通



じ
て
政
府





の
財
政






の
整
理
緊
縮










、
國
債






の
整
理





は
前

述







の
如



く
決
行






し
た
の
で
あ
る
が
、
併





な
が
ら
日
本





の
經
濟






の
立
直







を
な
し
、
國



際
貸
借









の
改
善






を
圖



り
、
彌



が
上



に
低
落






す
る
爲
替
相
場








を
元



に
戻



し
て
、

さ
う
し
て
金



の
解
禁






を
決
行






せ
ん
と
す
る
に
は
政
府





自




ら
の
行
動






の
み
に
て
は

不
充
分







で
あ
つ
て
、
戰
後





の
日
本





の
經
濟






の
變
化






し
た
状

態







、
即





ち
戰
時
中







に
膨

張







し
た
日
本





の
經
濟






が
戰
後





に
於



て
收

縮







し
た
状

態







に
就



て
の
國

民
自
體








の
自
覺





を
喚
起






す
る
こ
と
が
非
常






に
必
要






で
あ
る
。
即





ち
之



を
實
行






せ

ん
と
す
れ
ば
現
在






の
國
民






の
消
費





を
相
當






の
程
度





に
節
約






せ
し
む
る
よ
り
外



に

な
い
の
で
あ
る
。
斯

く
し
て
始





て
冗
費






を
節



し
無

駄

を
省



か
し
む
る
こ
と
が
出

來

る
の
で
あ
る
。
此
點






に
付



て
は
國
民






一
般



に
愬





へ
て
、
さ
う
し
て
國
民






と
共



に
此

の
多
年





解
決






の
出

來

な
か
つ
た
大
問
題








を
解
決






す
る
方
策






を
立

て
た
の
で

あ
る
。
さ
う
し
て
一
方



に
は
全
國






に
此
方
針








を
實
行






せ
し
む
る
爲



に
、
有

ら
ゆ

る
手
段






を
取

つ
た
の
で
あ
る
が
、
幸




に

こ
の
こ
と
は
國
民






に
歡

迎







さ
れ
て
能

く
徹
底






し
た
の
で
あ
る
。
之



は
政
府





の
指
導





又


は
消
費
節
約









の
奬

勵







の
行

き
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渡


つ
た
と
云

ふ
よ
り
も
、
寧



ろ
國
民
自
體









が
此

の
事
柄






の
必
要






を
感



じ
て
居

つ

た
か
ら
だ
と
思



ふ
の
で
あ
る
。

國
際
貸
借











の
改
善






　
中
央






及




地
方





の
財
政






の
整
理
緊
縮










、
國
債






の
整
理





、
國
民






の
消
費
節
約









と
が

相
俟





つ
て
其
效
果








が
最





も
能

く
國
際
貸
借











の
上



に
現





れ
た
の
で
あ
る
。
濱
口






内
閣






の
出

來

た
前



の
六
月





三
十
日



の
日
本
内
地








の
輸
入
超
過









は
二
億



八
千
萬
圓






餘

で
あ
つ
た
が
、
七
月





二
日

に
濱
口
内
閣










が
組
織





さ
れ
て
か
ら
以
來





段
々






時


の

經

つ
に
從





つ
て
輸
入
超
過









の
大
勢






は
改
善






さ
れ
て
、
毎
月






十
日

毎


に
發
表






す
る

貿
易






の
状

態







は
發
表
毎








に
改
善






さ
れ
て
、
十
一
月





二
十
日

の
輸
入
超
過
額











は

七
千
萬
圓






に
減
額






し
た
。
此
大
勢








を
以



て
推
算






す
る
と
、
朝
鮮






、
臺
灣
等








の
輸

入
超
過








を
合
算






し
て
も
、
年
末
迄








に
は
一
億



六
七
千
萬
圓






と
云

ふ
大
凡






の
豫
想





が
付

い
た
の
で
あ
つ
た
。
さ
う
す
る
と
貿
易
外









の
受
取
勘
定











が
一
億



五
六

千
萬
圓






乃
至





一
億



六
七
千
萬
圓






あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
昨
年






の
外
國
貿
易











の

結
果






、
外

國







に
向



つ
て
日
本





は
金



の
支
拂






を
必
要






と
し
な
い
と
云

ふ
程
度





ま

で
改
善






さ
れ
る
と
云

ふ
見
込





が
立

つ
た
の
で
あ
る
、
こ
の
貿
易






の
状

態







は
爲

替
相
場







の
將
來







に
付



て
適
確






な
る
見
込





を
立

つ
る
こ
と
を
得

て
、
こ
れ
に
よ
つ

て
短
期
期
限
付










の
金
解
禁








を
決
行






し
得

た
の
で
あ
る
が
、
結

局







昨
年






の
貿
易






は
豫
想
以
上









の
好
成
績








に
し
て
輸
入
超
過
額











は
内
地
分







だ
け
で
六
千
七
百
萬
圓






餘

、
朝
鮮






及




臺
灣
等








の
分



を
加



へ
て
も
一
億



七
千
萬
圓






餘

で
あ
つ
て
、
大

正







八
年



に
略



同
額






の
輸
入
超
過









で
あ
つ
た
以
外






は
斯



の
如



く
少
額






で
濟

ん
だ
こ
と

は
近
年






類


の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
方



貿
易
外









の
受
取
超
過
額












が
毎
年






一
億



六
七
千
萬
圓






あ
る
か
ら
大
體






に
於



て
昨
年






の

海
外
支
拂
勘
定
















は
受
取
勘
定











で
償





ひ
得

る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
政
府





の
當
局
者









と
し
て
は
此



國
民






の
努
力






に
對



し
て
深



き
感
謝






の
意

を
表



す
る
の
で
あ
る
が
、
國
民






と
し
て
も
自
分





の
努
力






の
結
果






が
、
六
箇
月





足

ら
ず

の
短
時
日







に
於



て
斯



の
如



く
目

の
前



に
好
結
果








を
現





し
た
と
云

ふ
こ
と
を
考





へ

る
と
、
國
民
自
體









も
非
常






に
喜





ん
で
宜

い
こ
と
で
あ
ら
う
と
考





へ
る
。
又



一
方



か
ら
考





へ
る
と
國
民






の
一
致

協

力







が
經
濟
上









に
如

何

な
る
結
果






を
齎





す
も

の
で
あ
る
か
と
云

ふ
一
つ
の
經
驗






と
確
信






が
得

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
又



日
本





は

日
清






日
露





の
兩

役







の
時



の
如



く
戰
爭






に
於



て
は
擧
國






一
致

の
好
成
績








を
擧

げ

て
居

る
が
、
經
濟
問
題










の
爲



に
斯



の
如



く
擧
國






一
致

の
好
成
績








を
擧

げ
た
こ
と

は
未



だ
曾



て
な
い
の
で
あ
る
。
此
點






は
國
民






と
共



に
大





に
喜





び
に
堪

へ
な
い
次

第


で
あ
る
。

爲
替
相
場








の
騰
貴





　
濱
口
内
閣










の
出

來

た
と
き
は
、
對
米
爲
替
相
場












は
四
十
三
弗



四
分



の
三
ま
で

下
落





し
て
居

つ
た
。
解
禁
後







の
爲
替
相
場








は
四
十
九
弗



四
分



の
一
か
或





は
四
十

九
弗



八
分



の
三
で
あ
ら
う
か
ら
、
こ
れ
に
此

ら
ぶ
れ
ば
一
割



一
分

餘

下


つ
て
居

り
、
こ
れ
を

日
米
兩
貨
幣













の
平
價





四
十
九
弗



八
四
六
に
比



ぶ
れ
ば
一
割



二
分

餘

下


つ
て
居

つ
た
の
で
あ
る
。
爲
替
相
場








が
一
割



一
分

下


つ
て
居

る
と
云

ふ
こ

と
は
對
外
的









に
日
本





の
貨
幣
價
値








が
そ
れ
丈

け
下



つ
て
居

る
と
云

ふ
こ
と
で

あ
つ
て
、
百
圓



の
通
貨






が
八
十
九
圓



に
し
か
通
用






し
な
い
と
云

ふ
こ
と
で
あ
る
。

外

國







か
ら
直

接







日
本





に
輸
入





す
る
も
の
は
一
割



一
分

皆


高


く
買

は
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
同
時





に
外

國







か
ら
直

接







輸
入





さ
れ
る
物



の
競
爭








品

或




は
類
似





の
品
物






も
皆



大
同
小
異









騰
貴





す
る
の
で
あ
る
。
假



に
茲



に
外

國







か
ら
輸
入





す
る
羅
紗





一
ヤ
ー
ル
の
値
段





が
五
圓



と
す
る
と
、
爲
替
相
場








が
一

割


一
分

下


つ
て
居

れ
ば
そ
れ
を
五
圓



五
十
五
錢



で
な
け
れ
ば
買

へ
ぬ
の
で
あ
る
。
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棉
花






も
同
樣






で
あ
る
。
輸
入





の
鐵



も
同
樣






で
あ
る
。
さ
う
し
て
日
本
人







の
着

て

居

る
衣
服





は
絹
物






を
除



い
た
外



の
も
の
は
悉





く

外

國







か
ら
輸
入





さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
さ
う
考





へ
て
見

る
と
、
爲
替
相
場








の
下



つ
て
居

る
こ
と
が
國
民






の
何



れ
の
階
級






に
も
大



な
る
影

響







を
與



へ
る
こ
と
は
明





か
な
事
實





で
あ
る
。
從




て

日
本
國
内









か
ら
見

て
金



の
解
禁






の
如



き
こ
と
は
、
國
民
的








の
大
問
題








で
あ
る
と

云

ふ
こ
と
は
何
人






も
否
認





す
る
こ
と
の
出

來

な
い
事



で
あ
る
。
一
割



一
分

も
下



つ
て
居

つ
た
爲
替
相
場








が
貿
易






の
改
善






せ
ら
る
ゝ
に
從





つ
て
段
々






騰
貴





し
て
十

一
月





二
十
一
日



の
短
期
期
限
附










の
金
解
禁








の
發
表
前








に
は
四
十
八
弗



二
分



の
一

と
な
つ
た
。
こ
れ
を
解
禁
後







の
推
定
相
場









四
十
九
弗



八
分



の
三
と
比
較





す
る
と

其

の
差

は
僅



か
に
一
弗



足

ら
ず
と
な
つ
て
一
割



一
分

下


つ
て
居

つ
た
爲
替
相
場








は
九
分

丈

け
回

復







し
た
譯



で
あ
つ
て
、
羅
紗





一
ヤ
ー
ル
が
五
圓



五
十
五
錢



で

あ
つ
た
も
の
が
五
圓



十
錢



で
買

へ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
解
禁






の
確
定






し
た
今
日






に
於



て
は
日
本





の
貨
幣
價
値








は
元



に
復



し
て
百
圓



の
貨
幣






は
百
圓



に

通
用






す
る
や
う
に
な
つ
て
前



に
例



に
擧

げ
た
一
ヤ
ー
ル
五
圓



五
十
五
錢



の
輸
入





の
羅
紗





は
五
圓



で
買

へ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

物
價





の
下
落





　
我
國






の
物
價





は
戰
時
好
況
時
代













に
非
常






に
騰
貴





し
戰
後





經
濟
界








の
收

縮







に

連

れ
て
相
當






に
低
下





し
た
が
、
財
界
整
理









の
不
徹
底







、
財
政






の
放
漫






と
國
民






の

財
界






の
現

状







に
對



す
る
自
覺





の
充
分






な
ら
ざ
り
し
爲

め
に
十
分



の
低
落






を
な

さ
ず
、
日
本
銀
行









の
卸

賣







の
物
價
指
數








で
見

る
と
戰
前






を
百
と
し
て
昨
年






六

月

に

は
百
七
十
六
・
三
一
で
あ
つ
て
戰
前






よ
り
七
割



六
分

餘

も
尚



騰
貴





し
て
居

つ
た
の
で
あ
る
が
、
其

の
後

政
府
財
政









の
緊

縮







、
國
民






の
消
費
節
約









が
徹
底






し
た
の
と
、
爲
替
相
場








が
騰
貴





し
た
の
に
伴

れ
て
七
月





以
來





漸
次





低
落






し
て
來

て
、
前



に
述

べ
た
日
本
銀
行









の
卸
賣
物
價
指
數













で
見

る
と
、
十
月





に
は
百
七
十

一
・
九
四
と
な
り
四
箇
月





間


に
四
・
三
七
即





ち
二
分

五
厘



下
落





し
、
其

の
後

も

低
落






し
て
十
二
月





末


に
は
百
六
十
二
・
九
九
と
な
り
六
月





に
比



べ
て
十
三
・
三

二
即





ち
七
分

五
厘



餘

の
下
落





と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
爲
替
相
場








が
六
箇
月





の
間





に
約



一
割



一
分

回

復







し
た
割
合






か
ら
見

れ
ば
物
價
低
落









の
割
合






は
少





い
の
で

あ
る
が
、
輸
入
品







は
爲
替
相
場








の
騰
落






の
影

響







を
受

け
そ
れ
丈

け
價
格





が
騰



落


す
る
譯



で
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
以
外






の
品
物






は
爲
替
回
復










の
影

響







を
直






接

に
は
受

け
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
程
度







の
物
價





の
低
落






が
最





も
適
當






の

處

で

あ
ら
う
と
思



は
れ
る
。

在
外
正
貨











の
充
實






　
濱
口
内
閣










の
出

來

た
七
月





初




に
は
政
府





所
有






の
在
外
正
貨











は
六
千
萬
圓






に

減

つ
て
居

つ
た
。
年
々






輸
入
超
過









が
續



き
殊



に
昨
年






の
上
半
期







に
は
可

な
り
巨



額


の
輸
入
超
過









が
あ
り
在
外
正
貨











が
益
々






必
要






な
の
に
そ
れ
が
段
々






減
少






す

る
か
ら
そ
れ
で
爲
替
相
場








が
低
下





す
る
の
で
あ
る
か
ら
在
外
正
貨











の
充
實






を

圖


る
こ
と
は
一
日



も
忽





せ
に
す
る
こ
と
の
出

來

な
い
急
務





だ
と
考





へ
ざ
る
を
得

な
か
つ
た
。
そ
こ
で
外
貨
國
債











の
利
拂
資
金









と
し
て
、
又



我
國
全
體










の
對






外
的





の
支
拂
資
金









と
し
て
、
在
外
正
貨











の
補
充





を
努



め
た
の
で
あ
る
。
尚

ほ
過
去





の
經
驗






に
依

れ
ば
、
金
解
禁








の
準
備






を
す
る
場
合





に
は
、
世
界





何


れ
か

ら
も
日
本





の
圓
貨






に
對



し
て
思
惑
投
機









が
行





は
れ
る
の
で
あ
る
。
昭
和
元
年










か

ら
二
年



の
頃



に
金
解
禁








を
計

畫







し
た
場
合





に
於



て
も
、
巨
額






の
思
惑
資
金









が

海

外







か
ら
來

て
居

つ
た
の
で
あ
つ
て
、
從




て

金
解
禁








を
決
行






せ
ん
と
し
て
も
、

其
思
惑
資
金











だ
け
の
金



を
用
意





し
な
け
れ
ば
金



の
解
禁






は
出

來

な
い
と
云

ふ
苦



き
經
驗






を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
從




て

今
般






の
金
解
禁








の
如



く
成

る
べ
く
速




に
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そ
の
決
行






を
必
要






と
す
る
場
合





に
投
機
思
惑









が
圓
貨






に
對



し
て
行





は
れ
、
其

の

資
金





が
相
當






の
高



に
上



る
と
き
に
は
、
適
當






の
方
法






を
講



じ
て
其
資
金







を
手
許





に
握



る
よ
り
外



な
い
。
尚



又


一
方



か
ら
考





へ
る
と
、
投
機
思
惑









が
圓
貨






に
向



つ

て
行





は
る
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
爲
替
相
場








が
急
激






に
上



る
と
云

ふ
こ
と
は
當
然






の

義

で
あ
り
、
急
激






に
上



る
場
合





に
は
、
投
機
思
惑









が
止

ま
れ
ば
又



爲
替
相
場








は

急
激






に
下



る
の
で
あ
り
、
此
爲
替
相
場










の
急
激






な
る
騰
落






は
、
經
濟
界








に
少



な

か
ら
ざ
る
打
撃





を
與



へ
た
こ
と
を
體
驗






し
て
居

る
か
ら
し
て
、
そ
れ
で
あ
る
か

ら
投
機
思
惑









の
金



を
買
取





る
、
又



輸
出
時
期








で
あ
る
か
ら
輸
出
手
形









を
買
取





る
、

斯

う
す
れ
ば
一
方



か
ら
言

へ
ば
爲
替





の
急
激






な
る
騰
貴





を
防



ぐ
こ
と
が
出

來

る
、

爲
替





の
急
激






な
る
騰
貴





を
防



ぎ
得

れ
ば
、
爲
替





の
急
激






な
る
低
落






も
無

く
す
る

こ
と
が
出

來

る
と
云

ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
在
外
正
貨











の
補
充





を

圖


る
と
云

ふ
こ
と
は
、
左
樣





な
意

味

に
於



て
經
濟
界








に
非
常






な
利
益





を
與



へ
る
、

と
斯

う
考





へ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此

の
こ
と
を
極

力








努


め
た
の
で
あ
る
が
、

其
結
果








二
億
圓






以
上






の
在
外
資
金










を
買
取





る
こ
と
が
出

來

た
の
で
あ
る
。
さ
う

し
て
以
前





か
ら
所
有






の
政
府





、
日
本
銀
行









の
分



を
加



へ
る
と
三
億
圓






の
在
外








正
貨





を
蓄
積






す
る
こ
と
が
出

來

た
の
で
あ
る
。
二
億
圓






の
正
貨






を
買

ひ
得

た

こ
と
は
、
輸
入
超
過









の
日
本





に
取

つ
て
は
出

來

過

ぎ
で
あ
る
と
云

ふ
批
評






が
あ

る
が
、
そ
れ
は
正



し
く
左
樣





で
あ
ら
う
と
思



ふ
。
日
本





が
輸
出
超
過










の
國



に
變



化


し
な
い
以
上






は
此



買
取





つ
た
金



が
永
久






に
吾
々






の
手
許





に
殘



ら
う
と
は
考





へ

ら
れ
ぬ
。
併





な
が
ら
金
解
禁








の
準
備






と
し
て
は
在
外
正
貨











を
潤

澤







に
持

ち

得

た
こ
と
は
そ
の
準
備






の
大
半






の
目
的






を
達



し
た
と
云

つ
て
差

支







な
い
の
で

あ
る
。
從




て

此


獲

得







し
た
金



が
本
年






の
輸
入
時
期











に
至



つ
て
拂
出






し
て
減
少






し
て
も
、
下
半
期







の
輸
出
超
過










の
時

期

に
又



再




び
之



を
取
返






す
こ
と
が
出

來

れ

ば
、
非
常






な
仕
合





せ
で
あ
る
。
同
時





に
爲
替
相
場








の
調
節






、
國
際
貸
借











の
改



善


に
此
上






も
な
い
次
第





と
考





へ
る
。
尚

ほ
前



に
述

べ
た
如



く
、
金
解
禁








は
日
本





内
地





か
ら
見

て
も
さ
う
で
あ
る
が
、
海

外







か
ら
見

れ
ば
一
層



の
大
問
題








で
あ

る
。
そ
れ
故



に
金
解
禁








を
決
行






す
る
前



に
は
、
世
界





の
中
心
市
場










た
る
英
米






の

兩
市
場









に
は
充
分






の
了
解






を
得

る
必
要






が
あ
る
。
又



有

力







な
る
銀
行
團








の

援
助






を
求



め
る
こ
と
は
、
充
分






の
了
解






を
事
實





に
現





す
意

味

に
於



て
最





も
必
要






と
考





へ
て
ク
レ
デ
イ
ツ
ト
の
設
定






の
交
渉






を
開
始





し
た
の
で
あ
る
が
、
幸




に

非


常


な
る
同

情







と
好
意





を
以



て
一
億
圓






の
ク
レ
デ
イ
ツ
ト
の
設
定






を
す
る
こ
と

が
出

來

た
こ
と
は
、
日
本





の
財
界






に
取

つ
て
此
上






も
な
き
次
第





で
あ
る
。
右



二

口


を
合
計






す
る
と
き
は
四
億
圓






の
在
外
資
金










を
保
有





す
る
次
第





で
あ
つ
て
、
金



解
禁






の
準
備






と
し
て
は
充
分






で
あ
る
と
考





へ
る
の
で
あ
る
。

短
期
期
限
附
金
解
禁
















　
前



に
述

べ
た
樣



に
七
月





二
日

に
爲
替
相
場








が
一
割



一
分

下


つ
て
居

つ
た
が
、

貿
易






が
段
々






改
善






せ
ら
れ
る
に
從





つ
て
爲
替
相
場








は
段
々






騰
貴





し
て
、
さ
う
し

て
十
一
月





二
十
日

に
は
爲
替
相
場








は
四
十
八
弗



半


ま
で
上



つ
た
の
で
あ
る
。
即





ち
一
割



一
分

下


つ
て
居

つ
た
爲
替





が
大
凡






九
分

回

復







し
た
程
度





に
な
つ
た
の

で
あ
る
。
而



し
て
其

の
時



の
貿
易






の
改
善






の
状

態







、
及



び
對
外
關
係












を
見

る
と
、
爲
替
相
場








は
段
々






騰
貴





し
て
、
凡



そ
本
年






の
一
月





十
日

過


に
は
解
禁
後







の
推
定
相
場









で
あ
る
四
十
九
弗



四
分



の
一
乃
至





四
十
九
弗



八
分



の
三
迄



は
騰
貴





す
る
こ
と
は
確





に
算
定






が
出

來

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
月





十
一
日



と
云

ふ
時



を
定

め
て
金



の
解
禁






を
決
行






す
る
こ
と
を
發
表






し
た
の
で
あ
る
。
十
一
月





二
十

一
日



に
あ
の
發
表






を
せ
ず
に
、
時



の
進



む
に
從





つ
て
爲
替
相
場








が
金
解
禁
後









の

推
定
相
場









ま
で
騰
貴





し
た
と
き
に
、
何

時

で
も
金



の
解
禁






を
決
行






す
る
こ
と
も

一
方
法






と
考





へ
る
が
、
併





な
が
ら
金
解
禁








の
如



き
は
内

外







の
經
濟
上









か
ら

見

て
大
問
題








で
あ
る
、
然



る
に
年
末






に
段
々






近


づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
年
末






に
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差
迫






つ
て
斯
樣





な
大
問
題








を
決
行






す
る
こ
と
は
、
避

け
ら
れ
る
な
ら
ば
避

け
る

が
宜



し
い
と
云

ふ
考




か

ら
し
て
、
短
期
期
限
附










の
金
解
禁








を
發
表






し
た
の
で
あ

る
。
又



金
解
禁








に
對



し
て
は
世
人





一
般



が
可

な
り
神
經
過
敏










に
な
つ
て
居

る
か

ら
、
此
際






日

を
定

め
て
之



を
發
表






し
て
置

く
と
云

ふ
こ
と
は
寧



ろ
財
界






を
安
定






せ
し
む
る
上



に
相
當






の
效
果






の
あ
る
こ
と
ゝ
考





へ
た
か
ら
で
あ
る
。

金
解
禁
直
後












の
經
濟
界








資
金





の
流

出







　
外

國







の
金
利





は
數
年
來








比
較
的







高


い
の
に
、
日
本





の
金
利





は
昭
和





三
年



以

來


異
常






に
安



い
の
で
あ
る
か
ら
金
解
禁








が
出

來

て
爲
替
相
場








が
安
定






し
た
な
ら

ば
日
本





の
資
金





が
外

國







に
流

出







す
る
で
あ
ら
う
、
其
結
果








我
國






の
金
利





が

高


く
な
り
、
株
劵






が
下



り
、
公
債






も
社
債






も
下



つ
て
、
我
國






の
經
濟
界








に
非
常






な
打
撃





を
與



へ
る
で
あ
ら
う
と
云

ふ
こ
と
が
、
世
人





一
般



の
心
配






に
な
つ
た
所





で
あ
る
が
、
併





な
が
ら
十
月





の
末



か
ら
英
米






共


に
金
利





は
段
々






低
落






し
て
十
一

月

の

二
十
日

に
な
る
と
日
本





の
金
利





が
外

國







の
金
利





よ
り
寧



ろ
高



い
と
云

ふ

事
情






に
な
つ
た
か
ら
、
其

虞







は
更



に
な
く
な
つ
て
、
從




て

金
解
禁








を
一
月





十

一
日



に
し
て
も
、
左
樣





な
心
配






は
毛
頭






な
い
と
云

ふ
こ
と
を
確
信






し
た
次
第





で

あ
る
。

金
貨






の
流

出







　
世
人





は
金
解
禁








が
出

來

た
な
ら
ば
、
正
貨






が
急
激






に
巨
額






に
積
出





さ
れ
、
其



結
果






は
經
濟
界








に
非
常






な
打
撃





を
與



へ
る
と
云

つ
て
心
配






し
て
居

る
が
、
前



に

述

べ
た
如



く
政
府





は
自

己

に
買
取





つ
た
在
外
正
貨











と
ク
レ
デ
イ
ツ
ト
に
依

つ

て
借

り
得

る
金



と
併



せ
て
相
當






巨
額






の
金



を
持

つ
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
此



在

外







の
資
金





を
爲
替
資
金








と
し
て
利
用





す
れ
ば
、
日
本





の
經
濟
界








に
急
激






な

變
化






を
與



へ
る
や
う
な
こ
と
を
せ
ず
と
も
必





ず
濟

む
、
と
斯

う
云

ふ
こ
と
の
確



信


を
持

つ
て
居

る
。
海

外







に
充
分






の
資
金





を
持

つ
て
居

れ
ば
、
内
地





か
ら
正



貨


を
積
出





す
場
合





に
、
之



を
爲
替





に
依

つ
て
決
濟






し
得

る
と
云

ふ
こ
と
は
何
人






も
承
知






の
事



で
あ
る
か
ら
、
何



も
正
貨






の
流

出







を
心
配






す
る
こ
と
も
な
い
の

み
な
ら
ず
、
前



に
も
述

べ
た
や
う
に
、
金
解
禁








の
準
備
中








に
、
海

外







か
ら
來

た
思
惑
投
機









の
如



き
は
、
其



巨
額






な
ら
ざ
る
こ
と
も
凡



そ
明





か
に
な
つ
て
居

る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
經
濟
界








に
急
激






な
波
瀾





を
與



へ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
確



信


し
て
居

る
。
勿
論






金
解
禁
後









に
政
府





の
財
政
計
劃











も
再





び
放
漫






に
流



れ
國



民


の
緊

張







も
弛
緩





し
消
費
節
約









の
手

も
緩



み
輸
入
超
過









が
増
加





す
る
に
至



れ

ば
其

の
爲

め
に
金



の
流

出







を
餘

儀

な
く
せ
ら
れ
通
貨
收
縮











を
來



す
こ
と
あ

る
べ
き
も
、
七
月





以
來





の
外
國
貿
易











の
状

勢







と
金
解
禁








に
對



す
る
諸
般






の

準
備






の
程
度





よ
り
見

て
、
斯



の
如



き
事
態





の
發
生






し
財
界






に
急
激






な
波
動





を
生





ず
る
こ
と
な
き
こ
と
を
信



ず
る
も
の
で
あ
る
。

金
解
禁








の
經
濟
界








に
與



ふ
る
影

響







金
解
禁
準
備
前














の
經
濟
界








　
大

正







十
年



頃


よ
り
日
本





の
對
米
爲
替
相
場












は
二
弗



乃
至





三
弗



下
落





し
て
居

る
。
地
震
直
後









か
ら
大

正







十
三
四
年



頃


ま
で
の
樣



に
十
弗



以
上






も
下



つ
た
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
平
均






し
て
先

づ
四
分

乃
至





六
分

下


つ
て
居

る
と
云

ふ
状



況





で
あ
る
。
そ
れ
が
昨
年






の
六
月





三
十
日



に
四
十
三
弗



四
分

の
三
、
即





ち
一

割


一
分

も
下



つ
た
の
は
何

故

で
あ
る
か
。
累
年






の
輸
入
超
過









著



し

く
、
對
外








貿
易





も
改
善






さ
れ
な
い
、
其
上






昨
年






上
半
期







の
輸
入
超
過









は
二
億



八
千
萬
圓






餘

に
な
つ
て
居

る
。
然



る
に
政
府





の
海

外







に
保
有





し
て
居

る
對
外
資
金










が
段



々


減
少






し
て
來

て
、
六
千
萬
圓






許


り
に
な
つ
た
爲



に
段
々






爲
替
相
場








は
下



つ
て

8金解禁前後の經濟事情



來

た
の
で
あ
る
。
之



に
對



す
る
對
策






は
如
何





と
云

ふ
と
、
海

外







で
金



を
借

り

て
在
外
資
金










の
補
充





を
圖



る
か
、
外

國







か
ら
買

ふ
物



を
減



す
、
即





ち
輸
入
超







過


を
減



す
か
二
つ
に
一
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
然



ら
ば
第



一
案



の
外

國







で

日
本





は
金



を
借

り
る
こ
と
が
出

來

る
か
と
云

ふ
と
、
遺
憾





な
が
ら
外

國







で
は

金


を
借

り
る
こ
と
が
出

來

な
い
。
何

故

か
と
言

へ
ば
日
本





は
前



に
述

べ
た
や
う

に
、
財
政
状
態











で
言

へ
ば
大

正







三
年



か
ら
今
日






ま
で
一
般



會

計







に
毎
年






公
債






が
計

上







さ
れ
て
あ
る
、
即





ち
歳
入






の
範
圍





に
於



て
歳

出







の
切
盛






が
出

來

て
居

な
い
、
借
入
金








は
依
然





と
し
て
益
々






殖

え
る
一
方



で
あ
る
。
地
方
公
共










團
體






の
財
政






も
亦



斯


の
如



き
も
の
で
あ
る
、
而



し
て
國
民






は
ど
う
で
あ
る
か
と

云

ふ
と
、
自

己

の
立

つ
て
居

る
經
濟
状
態











に
對



す
る
自
覺





が
な
い
の
で
あ
る
、

さ
う
考





へ
て
見

る
と
之

れ
を
個
人





に
譬



へ
て
云

へ
ば
、
自
分





の
收
入
以
上










の
暮



し
を
し
て
、
已

む
を
得

ぬ
か
ら
借

金







を
續



け
て
居

る
と
云

ふ
事
態





で
あ
る
か

ら
し
て
、
左
樣





な
状

態







の
國



に
は
金



は
貸

さ
ぬ
と
云

ふ
の
が
英
米






の
立
前






で

あ
る
。
英
米






を
初



め
歐
羅
巴
諸
國











の
戰
後





の
状

態







を
見

る
と
、
戰
爭
中








は
巨



額


の
借
入
金








を
し
て
居

る
。
然



る
に
戰
後





に
は
皆



之


を
整
理





し
た
、
國
民






は
通



貨
收
縮









の
爲



め
に
收
入






の
減

つ
た
に
從





つ
て
生
活






も
變



り
、
物
價





も
下



つ
て

然


る
後



に
金



の
解
禁






も
出

來

た
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
自

己

の
戰
後





の
整
理





を

や
つ
た
經
驗






か
ら
し
て
、
整
理





の
出

來

て
居

な
い
國



に
は
金



を
貸

さ
ぬ
の
は
已

む
を
得

な
い
こ
と
で
あ
る
。
然



ら
ば
日
本





は
借
入
金








を
し
て
在
外
正
貨











の
充



實


を
計



る
こ
と
は
出

來

な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
財
政






の
整
理
緊
縮










を
し
、
國
民






の

消
費
節
約









を
し
て
海

外







か
ら
買

ふ
物



を
減



し
、
海

外







に
支
拂





ふ
資
金





の
必



要


を
減



し
て
以



て
こ
の
難

局







を
救



ふ
よ
り
外



に
途



は
な
い
の
で
あ
る
、
濱
口






内
閣






の
出

來

る
以
前





に
左
樣





な
こ
と
が
出

來

た
ら
う
か
、
恐



ら
く
は
不
可
能









で

あ
つ
た
ら
う
と
思



は
れ
る
。
不
可
能









で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
の
時



の
爲
替
相
場








四

十
三
弗



四
分



の
三
は
到
底






維

持

は
出

來

な
い
の
で
あ
つ
て
、
段
々






下


つ
て
來

る

こ
と
は
明





か
な
こ
と
で
、
あ
の
時

期

に
爲
替
相
場








が
極

端







に
下



つ
た
な
ら
ば
、

日
本





の
經
濟
界








は
其

の
爲



に
破
壞






さ
れ
て
居

る
こ
と
は
、
殆





ど
火

を
睹

る
よ
り

明

か

な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
吾
々






は
財
政






の
整
理
緊
縮










を
し
て
、

國
民






を
し
て
消
費
節
約









を
さ
せ
て
、
さ
う
し
て
金



の
解
禁






を
決
行






す
る
、
而



も

其
時
期









は
成

る
べ
く
速




に

之


を
決
行






せ
ざ
る
を
得

ぬ
と
決
心






し
た
の
は
右



の
事



情


に
よ
る
か
ら
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
若

し
七
月





二
日

以
前





の
や
う
な
經
濟








状
態





が
そ
の
儘



に
持
續





し
た
な
ら
ば
、
あ
の
不
安
定







な
る
状

態







は
進



む
に

從

つ

て
益
々






不
安
定







に
な
つ
て
、
經
濟
界








は
破
壞





さ
れ
る
だ
ら
う
と
云

ふ
こ
と

は
、
確



か
な
事
實





と
考





へ
て
居

る
。

金
解
禁
準
備












と
經
濟
界








　
爲
替
相
場








が
金
解
禁
準
備












の
爲



に
漸
次





上


つ
て
來

た
。
爲
替
相
場








が
騰



る
こ

と
は
日
本





の
通
貨






の
對
外
價
値









が
上



る
こ
と
で
あ
る
か
ら
外

國







か
ら
直

接







輸
入





せ
ら
る
ゝ
も
の
は
悉





く

値
段





が
安



く
な
る
、
一
ヤ
ー
ル
五
圓



の
羅
紗





が
五

圓


五
十
五
錢



で
あ
つ
た
も
の
が
、
爲
替
相
場








が
上



る
に
連

れ
て
五
圓



で
其
羅
紗







が
買

へ
る
や
う
に
な
る
。
消
費
者







か
ら
見

れ
ば
此
上






も
な
い
福
音






で
あ
る
。
併





な
が
ら
爲
替
相
場








が
上



る
、
そ
れ
に
連

れ
て
直

接







輸
入





す
る
品
物






の
價
格





が

段
々






下


る
と
云

ふ
道
程






を
考





へ
て
見

る
と
、
此
商
品









を
取

扱







ふ
商

人







或




は
商
賣
社
會












か
ら
云

ふ
と
、
物
價





が
漸
次





低
落






す
る
と
き
に
は
、
手
持





の
品



物


な
ら
ば
成



た
け
早



く
之



を
捌



か
う
、
又



手
持





の
品
物






を
成



た
け
少





く
し
よ
う
、

斯

う
云

ふ
こ
と
は
當
然






の
結
果






と
云

は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
手
持





の
商

品







を

少

く

す
る
こ
と
は
、
商
取
引









が
減

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
經
濟
界








に
は

不
景
氣









を
來



す
と
云

ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
爲
替
相
場








の
上



る
道



程


に
於



て
は
不
景
氣









は
已

む
を
得

な
い
現

象







で
あ
つ
た
。
併





な
が
ら
今
日






は

金
解
禁








に
よ
つ
て
爲
替
相
場








が
既



に
頂

上








ま
で
騰
貴





を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

爲
替
相
場








の
騰



る
爲



の
經
濟
界








の
不
景
氣









は
既



に
過
去





の
事
實





に
な
つ
た
と
見
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て
よ
ろ
し
い
の
で
あ
る
。
今
後





此
意
味









か
ら
來

る
不
景
氣









は
な
い
と
考





へ
て
宜

か
ら
う
と
思



ふ
。
世

の
中



に
金
解
禁








が
出

來

た
な
ら
ば
、
經
濟
界








に
一
時

の
景

氣


が
出

て
來

は
し
な
い
か
と
言

ふ
人



が
あ
る
が
、
そ
れ
は
即





ち
過
去





六
箇
月





間


爲
替
相
場








の
上



る
爲



に
、
從




て

物
價





の
下



る
爲



に
、
成

る
た
け
手
持





の
商

品







を
減



じ
て
居

つ
た
が
、
既



に
爲
替
相
場








が
上



つ
て
し
ま
つ
て
、
其
方
面








か
ら
來

る
物
價
低
落









が
な
く
な
つ
た
か
ら
し
て
、
最
早





安
心






し
て
手
持





を
殖



す
こ
と
が

出

來

る
、
即





ち
商
取
引









が
殖

え
る
、
斯

う
云

ふ
こ
と
を
意

味

す
る
次
第





で
あ

る
。
私





は
日
本





の
今
日






の
經
濟
界








は
金
解
禁








が
出

來

た
か
ら
と
云

つ
て
、
掌





を

返


す
如



く
景
氣





が
出

て
來

や
う
と
は
考





へ
ぬ
。
併





な
が
ら
今



言

ふ
説



は
私





が
茲



に
説
明






し
て
居

る
半
面






の
事
實





を
語



る
も
の
と
見

て
宜

か
ら
う
と
思



ふ
の
で
あ

る
。

　
金
解
禁








が
我
國






の
輸
出
貿
易










に
ど
ん
な
影

響







を
與



へ
る
か
と
云

ふ
と
爲
替





相
場





が
下
落





す
る
道
程






に
於



て
は
日
本
品







の
賣
値





は
同



一
で
あ
つ
て
も
こ
れ
を

輸
入





す
る
國



の
貨
幣






で
の
買
値





は
段
々






低
落






す
る
の
で
あ
る
か
ら
買
手





は
買

ひ

易


く
な
る
譯



で
あ
る
。
外
國
市
場











に
於



て
他
國
品







と
競

爭







の
位

置

に
あ
る

場
合





に
爲
替
相
場








の
下
落





の
爲

め
に
日
本
品







が
競

爭







に
打

ち
勝

つ
て
多



く
賣

れ
る
こ
と
は
時

々







經
驗






し
た
處





で
あ
る
。
又



反
對






に
爲
替
相
場








が
騰
貴





の
道



程


に
あ
る
場
合





に
は
日
本
品







の
賣
値





を
下

げ
ず
に
同



一
と
し
て
お
く
に
は
輸
入





國


の
貨
幣
買
値









を
段
々






引
上





げ
て
高



く
買

は
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
商



賣




が
し
惡



く
な
る
こ
と
は
事
實





で
あ
る
。
例



へ
ば
昨
年






の
七
月





二
日

に
日
本





の
標
準
生
糸










百
斤



の
横
濱
相
場









は
千
三
百
二
十
圓



で
あ
つ
て
、
其

の
日

の
對
米





爲
替
相
場









は
四
十
四
弗



八
分



の
一
で
あ
つ
た
か
ら
、
米
國






で
は
こ
れ
が
五
百
八

十
二
弗



四
十
五
仙





で
あ
る
が
、
其

の
後

對
米
爲
替
相
場












は
金
解
禁
後









の
今
日






に

於


て
は
四
十
九
弗



四
分



の
一
に
騰
貴





し
た
か
ら
、
若

し
今
日






日
本





に
於



て
昨
年






七
月





二
日

と
同



じ
千
三
百
二
十
圓



の
相
場





と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
六
百
五
十
弗



十

仙

に

相
當






す
る
の
で
、
米
國






に
於



て
は
日
本
生
糸








の
買
値





が
騰
貴





す
る
譯



で
あ

る
か
ら
商

賣







は
し
惡



く
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
日
本





に
於

け
る
賣
値





は

安


く
な
る
道
理





で
あ
る
が
併



し
事
實





は
爲
替
相
場








の
騰
貴





す
る
丈



は
輸
出
品








の

賣
値





が
低
落






す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
昨
年






七
月





金
解
禁
準
備












に
着
手






以
來






の
生
糸
貿
易









の
實

況







を
見

る
と
、

　
　
　
七
月





　
二
日

　
　
四
十
四
弗



八
分



の
一
　
　
千
三
百
二
十
圓



　
　
　
　
　
十
五
日



　
　
四
十
五
弗



四
分



の
一
　
　
千
二
百
七
十
圓



　
　
　
八
月





　
十
日

　
　
四
十
六
弗



二
分



の
一
　
　
千
二
百
九
十
圓



　
　
　
九
月





十
三
日



　
　
四
十
六
弗



八
分



の
五
　
　
千
三
百
五
十
圓



　
　
　
十
月





十
五
日



　
　
四
十
七
弗



八
分

の
五
　
　
千
二
百
八
十
五
圓



　
　
十
二
月





卅
一
日



　
　
四
十
九
弗



　
　
　
　
　
　
千
百
七
十
圓



七
月





か
ら
八
月





に
懸

け
て
生
糸
相
場








は
多
少





低
落






し
た
、
併



し
爲
替
相
場








の
騰

貴


し
た
割
合






に
は
低
落






せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
七
月





以
來





常


に
非
常






な
好
賣
行








で

あ
つ
て
爲
替
相
場








は
漸
次





騰
貴





す
る
に
拘





ら
ず
九
月





に
入

り
て
は
千
三
百
五
十

圓


と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
然



る
に
十
月





初

旬







よ
り

米
國
證
劵
市
場















は
不
安





定


の
状

況








と
な
り
遂



に
十
一
月





に
入

り
て
は
大
紛
亂








を
惹
起






す
る
に
至



つ
た
。

米
國
經
濟
界












全
般






に
は
何
等





懸
念





す
べ
き
状

態







を
認



め
ざ
る
も
、
人
氣





の
中



心


た
る
證
劵
市
場











が
大
變
動








を
來



し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
勢





ひ
生
糸
相
場








に

も
波
及





し
て
十
月





初

旬







よ
り
低
下





の
趨
勢






と
な
り
、
十
一
月





下
旬






に
は
千
二

百
圓



臺


と
な
り
十
二
月





に
は
遂



に
千
百
圓



臺


と
な
つ
た
。
爲
替
相
場








の
騰
貴





に

も
拘





ら
ず
糸

價

却




て
騰
貴





し
賣
行






又


良

好







な
り
し
に

米
國
證
劵
市
場















の
不

安
定






の
爲

め
糸

價

下
落





し
た
る
は
我
國






生
糸
貿
易









の
爲

め
非
常






に
遺
憾





と
す
る

處

で

あ
る
。

　
又



金
解
禁








が
我
國






の
工
業






に
與



へ
る
影

響







に
付



て
見

る
に
、
我
國






に
於



て

は
對
米
爲
替
相
場












は
大

正







十
年



以
來





平
均






二
弗



乃
至





三
弗



の
下
落





に
し
て
、
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こ
れ
は
四
分

乃
至





六
分

の
輸
入
關
税










と
同
樣






の
保

護

を
或

る
種



の
工
業






に
對



し

て
與



へ
つ
ゝ
あ
つ
た
も
の
で
、
金
解
禁








に
よ
つ
て
爲
替
相
場








が
騰
貴





し
又



一
定



す
る
爲

め
に
過
去





數
年
間








得

つ
ゝ
あ
り
し
こ
の
保

護

を
失





ふ
こ
と
ゝ
な
る
が
、

斯

く
の
如



く
其

の
國



の
貨
幣
價
値








の
下
落





か
ら
來

る
保

護

は
永
續






す
べ
き
性
質






の
も
の
に
あ
ら
ず
、
又



一
方



に
我
國






の
經
濟






は
立
直






し
が
出

來

て
堅
實






な
る
基

礎

の
上



に
立

つ
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
よ
り
來



る
生
産
費







の
低
減






に
よ
り
て
失





ふ

處

を

償




ふ
丈

け
の
用
意





と
覺
悟





を
な
す
べ
き
こ
と
ゝ
考





へ
る
の
で
あ
る
。

金
解
禁
後









の
經
濟
界








　
然



ら
ば
金
解
禁








が
決
行






せ
ら
れ
た
一
月





十
一
日



以

後

に
經
濟
界








は
ど
う
な
る

で
あ
ら
う
か
。
爲
替
相
場








の
動
搖






の
爲



に
物
價





が
動
搖






す
る
こ
と
は
、
商
賣








社
會






の
最





も
好



ま
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
何

故

か
な
ら
ば
爲
替





の
見
通





し
の
如



き
こ
と
は
、
多
數





の
商

人







多
數





の
經
濟
界








の
人



に
は
理
解





の
仕
惡





い
問
題






で

あ
り
内
國
市
場










の
状

況








ば
か
り
で
之



が
判
斷






は
出

來

ぬ
。
諸
外
國









の
事
情






を
悉





く

頭




の
中



に
入

れ
て
考





へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
最





も
見
通





し

の
立

ち
惡



い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
常



に
商
賣
人









に
累



を
來



す
も
の
で
あ
る
。

さ
う
し
て
爲
替
相
場








か
ら
來

る
物
價





の
動



き
は
可

な
り
大



き
な
も
の
で
あ
る
。

譬


へ
て
見

れ
ば
去
年






の
一
月





始


め
の
爲
替
相
場








が
四
十
六
弗



で
あ
つ
て
そ
れ
が

六
月





三
十
日



に
は
四
十
三
弗



四
分

の
三
に
下



つ
て
居

る
か
ら
、
僅



か
六
箇
月





の

間

に

四
分

五
厘



の
低
落






で
あ
る
。
さ
う
し
て
七
月





か
ら
此



一
月





十
日

ま
で
即





ち

六
箇
月





の
間





に
一
割



一
分

爲
替
相
場








が
騰
貴





し
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
見

る

と
昨
年






の
一
月





か
ら
此

の
一
月





十
一
日



迄


約


一
箇
年





の
間





に
外

國







か
ら
直






接

輸
入





す
る
物



の
値
段





は
、
六
箇
月





の
間





に
四
分

五
厘



上


つ
て
、
さ
う
し
て

次


の
六
箇
月





の
間





に
一
割



一
分

下


つ
た
譯



で
あ
る
。
可

な
り
大



き
な
物
價





の
變



動


で
あ
つ
て
、
此

間







に
少



な
か
ら
ざ
る
商

賣







の
不
圓
滑







を
來



し
た
の
で
あ

る
。
然



る
に
金
解
禁








が
出

來

れ
ば
、
爲
替
相
場








は
殆





ど
一
定



不
動





の
も
の
に
な

つ
て
外

國







の
金
利





、
内
地





の
金
利





の
動



き
の
爲



に
、
多
少





の
動



き
は
あ
る
が
、

先

づ
物
價





の
關

係







か
ら
見

れ
ば
殆





ど
一
定



不
動





の
も
の
と
見

て
宜

い
位





の
僅



か
の
動



き
と
な
る
。
さ
う
考





へ
て
見

る
と
我
國






の
商

賣







は
以
前





と
比
較





し
て

非
常






に
仕

好

く
な
る
こ
と
は
確





で
あ
る
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
金
解
禁








の
出

來

た

後


に
於

け
る
經
濟
界








は
以
前





よ
り
も
安
定






し
た
と
言

つ
て
差

支







な
い
譯



で
あ

る
。

金
解
禁
後









の
國
民






の
覺
悟





　
併





な
が
ら
金
解
禁








が
出

來

る
と
、
是
迄






と
は
違



つ
た
經
濟
上









の
状

態







が

出

て
來

る
。
大

正







六
年



の
九
月





十
二
日



か
ら
金



の
輸
出
禁
止









が
し
て
あ
る
か

ら
、
外

國







か
ら
物



は
買

ふ
が
併





な
が
ら
日
本





か
ら
金



は
出

す
こ
と
は
な
ら
ぬ
、

從



て

日
本





に
流
通






し
て
居

る
通
貨






の
高



は
減

ら
ぬ
。
外

國







か
ら
買

う
た
物



の

支
拂






は
、
從
來






日
本





が
外

國







に
持

つ
て
居

つ
た
金



及




海

外







か
ら
借
入





れ
た

金


で
支
拂





つ
て
來

た
の
で
あ
る
。
大

正







八
年



か
ら
以

後

十
箇
年





間


に
四
十
二

億
圓






に
上



つ
た
位





巨
額






の
輸
入
超
過









を
し
た
の
で
あ
る
。
其
金






は
内
地





の
金
貨






を
以



て
支
拂





つ
た
の
で
は
な
い
、
從




て

内
地





の
通
貨






は
減

ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

併

な

が
ら
金
解
禁








が
一
月





十
一
日



に
出

來

た
後



に
は
、
以
前





と
は
全





く
違



つ
た

現

象







が
出

て
來

る
の
は
、
今
後





外

國







か
ら
餘
計





物


を
買

へ
ば
、
そ
れ
だ
け

日
本





の
保
有





し
て
居

る
金
貨






を
以



て
外

國







に
拂



ふ
こ
と
に
な
る
。
從




て

そ
れ

だ
け
丁
度






日
本





に
流
通






し
て
居

る
通
貨






が
減

る
の
で
あ
る
。
金



が
減

る
と
云

ふ

こ
と
に
な
る
と
金
利





が
上



り
、
さ
う
し
て
國
民






の
日

常







所
有






し
て
居

る
通
貨






が
減

る
の
で
あ
る
か
ら
購
賣
力









が
減

る
。
從




て

不
景
氣









が
來

る
の
で
あ
る
。

今


日
本





に
は
約



十
一
億
圓






の
金
貨






が
日
本
銀
行









に
あ
つ
て
、
日
本
銀
行









は
之



に

對


し
て
平
均






十
三
億



五
千
萬
圓
位









の
兌
換
劵








を
發
行






し
て
居

る
。
假



に
本
年
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輸
入
超
過









が
あ
つ
て
、
さ
う
し
て
差
引






一
億
圓






の
金
貨






を
外

國







に
拂



は
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
と
、
日
本
銀
行









の
十
一
億
圓






の
金
貨






が
十
億
圓






に
減

り
、

兌
換
劵








の
平
均
流
通
高












は
十
二
億



五
千
萬
圓






に
減

る
譯



で
あ
る
。
さ
う
し
た
な

ら
ば
銀
行






に
在

る
金



が
減

る
、
減

れ
ば
金
利





が
上



る
。
或



る
人



が
十
三
圓



五
十

錢


の
金



を
持

つ
て
居

つ
た
と
す
る
と
、
其
金






が
一
圓



の
割
合






で
減

る
。
さ
う
し

た
な
ら
ば
そ
れ
だ
け
其
人






の
買

ふ
力





は
減
少






す
る
譯



で
あ
る
。
其

れ
故



に
直





に

茲


に
不
景
氣









が
來

る
の
で
あ
る
。
是



は
餘
計





物


を
買

へ
ば
内
地





か
ら
金



が
出

て

行

く
、
外

國







に
餘
計





物


を
賣

れ
ば
外

國







か
ら
金



が
這

入

つ
て
來

て
日
本





の

通
貨






が
殖

え
る
、
さ
う
し
て
景
氣





が
恢

復







す
る
、
斯

う
云

ふ
こ
と
は
即





ち
金

本
位






の
當
然






の
結
果






で
あ
る
。
併





な
が
ら
日
本





は
大

正







六
年



か
ら
今
日






ま
で

十
二
三
年
間






、
不
自
然









な
經
濟
界








に
慣

れ
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日






巨
額






な
金
貨






が
内
地





か
ら
積
出





さ
れ
、
さ
う
し
て
通
貨






が
急
激






に
減
少






す
る
や
う
に

な
れ
ば
、
經
濟
界








に
波
瀾





を
與



へ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
之



を
如

何

に

し
て
防



ぎ
得

る
か
と
云

ふ
と
、
政
府





の
財
政






の
整
理
緊
縮










も
之



を
持
續





し
、
國



民


の
消
費
節
約









の
程
度





も
之



を
持
續





し
て
行

く
よ
り
外



に
途



は
な
い
の
で
あ
る
。

何

故

か
な
ら
ば
昨
年






七
月





二
日

か
ら
同
樣






の
事



を
し
て
、
そ
れ
で
今
日






初




て
日

本


は
海

外







に
金



を
拂



は
な
い
で
濟

む
貿
易
關
係











に
な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら

本
年






に
も
昨
年






と
同



じ
や
う
な
状

態







を
持
續





す
れ
ば
、
日
本





か
ら
海

外







に

金


が
出

て
行

く
こ
と
は
な
い
。
さ
う
考





へ
て
見

る
と
、
一
方



に
は
金



の
解
禁






が

出

來

て
商

賣







は
仕

好

く
な
つ
た
、
經
濟
界








は
安
定






す
る
、
一
方



に
は
海

外







に
金



を
拂



は
ず
し
て
、
即





ち
極

端







な
る
通
貨
收
縮











を
來



さ
ず
に
日
本





の
經



濟
界






が
行

く
な
ら
ば
、
兩

樣







の
事
實





が
相
俟





つ
て
日
本





の
經
濟
界








は
基

礎

が

確
立






す
る
。
一
年



經

ち
二
年



經

つ
中



に
は
日
本





の
經
濟
界








の
基

礎

は
安
固





の
も

の
に
な
る
と
云

ふ
こ
と
を
確
信






し
て
疑





は
ぬ
の
で
あ
る
。

將
來







の
經
濟
方
策










　
尚

ほ
最
後





に
我
國






の
世
界
戰
爭
後










の
經
濟
界








の
状

況








を
見

る
に
政
府





の
財



政
計
畫









は
巨
額






の
借
入
金








を
し
て
出

來

て
居

る
、
國
民






の
状

態







は
戰
時
中







の
收
入






の
多



か
つ
た
こ
と
に
慣

れ
て
、
收
入






の
減

つ
た
時



に
於



て
も
尚

ほ
經
濟






界


の
立
直






し
が
出

來

ず
に
居

る
。
さ
う
云

ふ
や
う
に
考





へ
て
見

る
と
、
我
國






の

經
濟
界








の
基

礎

は
堅
固





の
も
の
に
非

ら
ず
し
て
早
晩






變
動






す
べ
き
状

態







の
も

の
で
あ
つ
た
の
で
、
恰





も
或

る
人



が
自
分





の
收
入






で
は
生
計
費







に
不
足





を
告

ぐ

る
を
以



て
毎
月






借
入
金








を
し
て
、
そ
れ
で
生
活







を
營





ん
で
居

た
や
う
な
も
の
で

あ
る
。
成



る
程



外
部






か
ら
其

の
人



の
生
活
状
態












を
見

る
と
至
極





景
氣





の
好

い

や
う
に
見

え
る
け
れ
ど
も
其
状
態









が
ど
れ
だ
け
續



く
か
と
云

ふ
こ
と
を
考





へ

て
見

る
と
、
到
底






長


く
續



き
得

る
も
の
で
は
な
い
。
其
状
態









が
永



く
續



け
ば

破
産





を
す
る
よ
り
外



な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
其

の
人



が
非

を
悟



つ
て
改
革






を

圖


れ
ば
此
度





は
暮



し
を
立

て
直



し
て
自
分





の
支
出






を
何
割






か
減



じ
て
、
さ
う
し

て
其
剩
餘








を
以



て
從
來






の
借

金







の
整
理





を
し
て
行

く
よ
り
外



に
は
途



は
な
い

の
で
あ
る
。
然



る
に
濱
口
内
閣










の
財
政






の
整
理
緊
縮










に
依

つ
て
、
初





て
茲



に
借



入
金






の
な
い
財
政
計
畫











が
出

來

た
。
國
民






も
消
費
節
約









を
徹
底
的








に
し
て
、

そ
れ
が
明




に

外
國
貿
易











の
上



に
現





れ
之



に
依

つ
て
金
解
禁








も
出

來

た
こ
と
を

考

へ

て
見

る
と
、
今
日






直




に
日
本





の
經
濟
界








が
堅
固





に
な
つ
た
と
は
言

は
れ
な

い
け
れ
ど
も
、
此



財
政






の
整
理
緊
縮










、
國
民






の
消
費
節
約









の
程
度





が
此
儘






で
持

續


す
れ
ば
、
初





て
日
本





の
經
濟
界








の
基

礎

は
安
固





な
も
の
に
な
る
、
斯

う
云

ふ

事


を
言

つ
て
宜

い
の
で
あ
る
。
從




て

茲


に
堅
實






な
る
基

礎

が
出

來

た
以
上






は
此

の
基

礎

の
上



に
立

つ
て
今
後





大




に
日
本





の
産
業






の
振
興






、
貿
易






の
發
達






を
圖



つ

て
行

く
こ
と
が
、
吾
々






政
府





の
責
務





で
あ
り
、
又



國
民






一
般



の
決
心






で
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
と
考





へ
る
の
で
あ
る
。
斯



の
如



く
し
て
始



め
て
日
本





の
經
濟






は
更
正
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す
る
。
之



が
金
解
禁
後









の
經
濟
界








に
對



す
る
唯
一





の
活
路






で
あ
る
。

　
過
去





六
箇
月





間


に
國
民






が
一
致

協

力







し
て
國
民
經
濟










の
立
直







に
努
力






し
て
、

從
來






見

る
こ
と
の
出

來

な
か
つ
た
成
績






を
擧

げ
た
こ
と
か
ら
推
論






す
れ
ば
、
必





ず
や
日
本
國







の
經
濟






の
基

礎

を
打
立





て
ゝ
、
國
民






の
繁
榮






、
國
民






の
幸
福






を
圖



る
こ
と
が
出

來

る
も
の
と
確



く
信



じ
て
疑





は
ぬ
の
で
あ
る
。
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